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助 手トランハイアン TranHai Anh 
⑮ 研究概要
認知・情動・記憶の脳内機構における分子メカニ
ズムの解明
⑮ 学会報告
1) Tran HA， Tamura R， Uwano T， Kobayashi 
T， Katsuki M， Matsumoto G and Ono T.: 
The role of dopamine D1 and D2 receptors 
in spatial learning and predictingrewards. 
Jpn. J. Physiol.， 54 (suppl.)， s188， 2004， 5， 
Sapporo. 
2) Tran HA， Tamura R， Uwano T， Katsuki 
M and Ono T.: Dopamine D1 receptor knock-
out altered accumbens neural response to 
prediction of reward contrarily to D2 rece-
ptor knockout. 34th Ann. Meet. Soc. Neurosci. 
2004， 10， San Diego. 
人間科学・基礎看護学
Human Science and Fundamental Nursing 
基礎看護学研究室
Fundamental Nursing 
助教授上野栄一 EiichiUeno 
講師吉井美穂 MihoYoshii 
助手坪田(旧姓:横田)恵子 KeikoTsubota 
⑥ 研究概要
1) 看護の対象の身体的・心理的・社会的要因・環
境アセスメントの評価と尺度の開発
2) 看護職者における適正・対人関係能力・意欲・
職務満足度・倫理等の評価方法の開発
3) 内容分析による研究手法の開発・教育評価
⑥原著
1) Miki Yatsuzuka， Kenji Tazawa， Tomomi 
Yasuda， Miho Y oshii， Kouhei Oga wa， Shigeto 
W ada.: Indentification of hydroxyl radicals 
after UV irradiation of aqueous extracts of 
cigarette smoke and evaluation of urinary 
8-0HdG in smokers. Asian Pacific J. Cancer 
Prev. 5:279-283. 2004. 
2) 小倉克行，上野栄一:精神科病棟に勤務する看
護師の性格特性と精神的健康度との関係，富山医
科薬科大学看護学会誌， 5 ( 2 )， 19-28， 2004. 
3) 長山豊，横田恵子，高間静子:看護学生の環
境ホルモンへの注意i認識および環境ホルモンの
摂取を防ぐ行動の実態調査.富山医科薬科大学看
護学会誌， 5(2) :81-92， 2004. 
4) 劉瑞霜，解震，横田恵子，高間静子:看護師
長の看護管理度測定尺度の作成の試み.富山医科
薬科大学看護学会誌 5(2):93-102，2004. 
5) 須永恭子，保田明夫，上野栄一:内容分析を用
いた臨地実習における学習達成の自己評価と指導
者評価の分析.Quality Nursing， 10(3):257-265， 
2004. 
6) 田淳賢次，古谷由香里，小川耕平，八塚美樹，
安田智美，吉井美穂，伊藤要子，大野日佐太:遠
赤外線照射による汗より誘発される活性酸素と生
体内熱ショック蛋白質の動態.発汗学， 11(1) :38-
40， 2004. 
7) 吉井美穂，八塚美樹，安田智美，田淳賢次，落
合宏，上滝博夫，並川宏英，金子哲男，松本一
騎 :MRSAに対する殺菌作用および物性からみ
た樗療治療剤の薬物特性.薬理と治療， 32(6) :343-
348. 204. 
8) 安田智美，八塚美樹，吉井美穂，田淳賢次:学
生が立案した看護診断.r術前不安」の関連因子
及び定義上の特性の分析.富山医科薬科大学看護
学会誌， 5(2) :633-68， 204. 
9) 田淳賢次，霞原由紀子，北保直美，小川耕平，
八塚美樹，安田智美，吉井美穂、，堀口 昇，堀口
裕，境寛:スポーツとカンゲンイオン(1)一特
に，カンゲンイオンの人体への効果検証について一.
カンゲンイオン医学会誌， 1( 1) : 18-22， 2004. 
10)田淳賢次，蔑原由紀子，北僚直美，小川耕平，
八塚美樹，安田智美，吉井美穂，堀口 昇，堀口
裕，境寛:スポーツとカンゲンイオン(2)一特に，
クロスカントリースキー選手への効果検証につい
て一.カンゲンイオン医学会誌， 1(1): 23-29， 204. 
⑮総説
1) 上野栄一:内容分析の歴史と今後の質的研究の
展望，富山医科薬科大学看護学会誌， 5(2)， 1-16， 
204. 
⑮ 学会報告
1) 吉井美穂、，境美代子，落合宏:入院患者におけ
るペットボトル保有の実態調査と細菌学的検証.
第19回日本環境感染学会総会， 2004， 2，横浜.
2) 上野栄一，横田恵子:図形描画を利用した対人
コミュニケーションの伝達効果.第17回日本看護
研究学会近畿・北陸地方会学術集会， 2004， 3，京
都.
3) 河上祐子，安田智美，八塚美樹，吉井美穂，田
j畢賢次，橋場有紀:退院後のオストメイトが求め
る相談内容.第21回日本ストーマリハビリテーショ
ン学会総会， 2004， 2，東京.
4) 横田恵子，上野栄一:基礎看護実習における学
生の感想文の分析一患者とのコミュニケーション
を通して一.第17回日本看護研究学会近畿・北陸
地方会学術集会， 2004， 3，京都.
5) 上野栄一，横田恵子:データマイニングによる
看護学生の考える看護観一自由記載文の分析から一.
第30回日本看護研究学会学術集会， 2003， 7，大宮
6) 横田恵子，上野栄一，高間静子:外来に通院す
る高血圧底患者の日常生活における自己管理度の実
態調査.第30回日本看護研究学会学術集会， 2003， 
7，大宮.
7) 長内志津子，八塚美樹，安田智美，吉井美穂，
田i畢賢次，上野栄一:セルフモニタリング法を利
用した成人型アトビー性皮膚炎患者の掻照行動に
関する内容分析.第30回日本看護研究学会学術集
会， 2004， 7，大宮.
8) 安田智美，八塚美樹，吉井美穂，三輪のり子，
塚本亜紀子，河上祐子，泉野 潔，田中三千雄，
田淳賢次:男性オストメイトと配偶者のセクシャ
リティー夫婦関係とその影響要因一.第20回北陸
ストーマ研究会， 2004， 8，福井.
9) 田淳賢次，小川耕平，伊藤要子，八塚美樹，安
田智美，吉井美穂、，大野日沙太:遠赤外線照射熱
汗より誘発される活性酸素と生体内熱ショック蛋
白質の動態.第17回日本ハイパーサーミア学会学
術集会総会， 2004， 9，京都.
10)河野彩，今西信子，林克美，吉井美穂、，落
合宏:マクロファージを介した乾美のA型イン
フルエンザウイルスAichi株の増殖抑制に関する
研究.第41回日本細菌学会中部支部総会， 2004， 10， 
岐阜.
⑮その他
1) 吉井美穂，八塚美樹，安田智美，木本久子，亀
谷由美，田津賢次:周手術期実習における学生の
手術に対するイメージの変化.富山医科薬科大学
看護学会誌， 5(2) :1103-107. 204. 
2) 上野栄一:看護管理概説富山県看護協会平成
16年度認定看護管理者ファーストレベル教育.2004， 
5，富山.
3) 上野栄一:看護専門職論.富山県看護協会平成
16年度認定看護管理者ファーストレベル教育， 2004， 
6， 7，富山.
4) 上野栄一:看護サービス提供論.富山県看護協
会平成16年度認定看護管理者ファーストレベル教
育， 2004， 6，富山.
5) 上野栄一:パワーとエンパワーメント.富山県
看護協会平成16年度認定看護管理者セカンドレベ
ル教育， 2004， 8，富山.
6) 上野栄一:看護の概念.富山県看護協会平成16
年度富山県保健師助産師看護師等実習指導者講習
会， 10，富山.
7) 上野栄一:看護過程.富山県看護協会平成16年
度富山県保健師助産師看護師等実習指導者講習会，
11，富山.
8) 上野栄一:エンパワーメント.富山県看護協会
平成16年度初任者研修会， 5，富山.
9) 上野栄一:平成16年度看護ケアを考える会，富
山医科薬科大学基礎看護学教室， 2004， 3.
10)上野栄一:対人関係.富山医科薬科大学リカレ
ント教育，富山県糖尿病ナース養成講習会， 2004， 
3，富山.
11)上野栄一:事例研究.富山医科薬科大学リカレ
ント教育，富山県糖尿病ナース養成講習会， 2004， 
3，富山.
12)上野栄一:カウンセリング.富山医科薬科大学
リカレント教育，富山県糖尿病ナース養成講習会，
2004， 12，富山.
13)上野栄一:看護研究・プレゼンテーション.富
山医科薬科大学基礎看護学教室実践看護研究研修
会， 2004， 5，富山.
14)上野栄一:看護研究.富山市民病院院内研修会，
2004， 5，富山.
15)上野栄一，横田恵子:内容分析の研究方法.平
成16年度第1回内容分析研究会富山医科薬科大
学基礎看護学教室， 2004， 5，富山.
16)上野栄一，横田恵子:コンピュータと言葉・意
味解析.平成16年度第2回内容分析研究会，富山
医科薬科大学基礎看護学教室， 2004， 6，富山.
17)上野栄一，横田恵子:内容分析の研究手法一概
念化と命題一.平成16年度第3囲内容分析研究会，
富山医科薬科大学基礎看護学教室， 2004， 7，富山.
18)上野栄一，坪田恵子:内容分析に関する研究.
平成16年度第4囲内容分析研究会，富山医科薬科
大学基礎看護学教室， 2004， 8，富山.
19)上野栄一，坪田恵子:内容分析の方法論・文脈.
平成16年度第5囲内容分析研究会，富山医科薬科
大学基礎看護学教室， 2004， 9，富山.
20)石若弘美，表寺直美，上井陽子，長 光代，飯
田真由美，広田牧子上野栄一:ターミナル期の
患者の家族にCD音楽が及ぼした影響.厚生連滑
川病院第20回看護研究発表会， 2004， 1，滑川.
21)林寿美，高木妙子，根建照美，野尻泉，山
崎泰子，永井安津子，渡辺富美子，上野栄一:外
来で、化学療法を行っている患者の不安要因につい
ての分析.厚生連滑川病院第20回看護研究発表会，
2004， 1， ~'骨 )11.
人間科学・基礎看護学
Human Science and FundamentaI Nursing 
人間科学 (1)研究室
Human Science (1) 
教授落合 宏 Hiroshi Ochiai 
⑮原著
1) Kogure T.， Sato N.， Tahara E.， Sakai S.， 
Shimada Y.， Ochiai H.， Origasa H.， and Te-
rasawa K.: Assessment of effects of tradition-
al herbal medicines on elderly patients with 
weakness using a self-controlled trial. Geriatr. 
Gerontol. Int. 4:169-174， 204. 
2) Matsuya Y.， Sakaki K.， Nagaoka M.， Ka-
kuda H.， Toyooka N.， Imanishi N.， Ochiai 
H.， and Nemoto H.: Synthesis of a new class 
of furan-fused tetracyclic compounds using 
0・quinodimethanechemistry andinvestigation 
of their antiviral activity. J. Org. Chem. 69: 
7989-7993， 204. 
3) Imanishi N.， Mantani N.， Sakai S.， Sato 
M.， Katada Y.， Ueda K.， Terasawa K.， and 
Ochiai H.: Inducible activity of Gingerrhizoma 
(Zingiber offofonale ROSC.) on the mRNA 
expression of macrophage-inducible nitric 
oxide(NO) synthase and NO production in 
a macrophage cellline， RA W264. 7 cels. Am. 
J. Chin. Med. 32:727-735. 204. 
4) 吉井美穂，八塚美樹，安田智美，田淳賢次，落
合宏，上滝博夫，並川宏英，金子哲男，松本一
騎 :MRSAに対する殺菌作用および物性からみ
た祷療治療剤の薬剤特性.薬理と治療 32:343-34 
8， 204. 
5) 八塚美樹，鴻巣聡子，今西信子，佐藤美友紀，
片田裕子，上田京佳，寺西秀豊，落合 宏:富山
県内一般若年者のラテックスアレルギーに関する
実態調査と低アレルゲン化ラテックス作製の試み.
富山医科薬科大学看護学科誌 5:29-39， 204. 
6) 佐藤美友紀，片田裕子，上田京佳，今西信子，
落合宏:看護師・介護職員の健康食品に関する
意識調査.富山医科薬科大学看護学科誌 5:55-61，
204. 
⑮総説
1) 落合宏:ーかぜ・インフルエンザの臨床一，
インフルエンザ:剤の予防内服.臨床と研究.81:1923-
